
名古屋市立大学・大学院人間文化研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２３９０３

基盤研究(B)（一般）

2019～2016

注意の個人差を理解する：基礎研究から子育て支援の糸口をつかもう

Individual differences in attention in early development: Applying fundamental 
research to childcare support

９０１８８８８９研究者番号：

中川　敦子（NAKAGAWA, Atsuko）

研究期間：

１６Ｈ０３７３３

年 月 日現在  ２   ６ １７

円    14,200,000

研究成果の概要（和文）：眼球運動計測より、修正1歳の極低出生体重児はヒトや指差し先など社会的刺激に一
般1歳児と同様な注視点分布パタンを示したが、一般児に比べ注視率が低かった。また一般1歳児の視覚手がかり
課題で、恐怖表情手がかりでは幸福表情に比べ注意シフトが有意に減少し、情動覚醒による注意の狭まりが示唆
された。さらに大規模縦断調査より、気質などの心理的な発達と協調運動などの身体運動の発達が相互作用する
ことが明らかになった。以上の結果から子育てのヒントを探った。

研究成果の概要（英文）：Using eye-tracking, studies have revealed that while corrected one-year-old 
infants with very low birth weight showed a similar fixation pattern toward social stimuli such as a
 picture of a human being or pointing compared to typically developing one-year-olds, their fixation
 rate was lower than that of typically developing infants. In the visual cuing paradigm, an 
incongruent fearful cue reduces attention shifts to the target on the opposite side of the monitor 
to a greater extent than an incongruent happy cue in typically developing one-year-old infants, 
implying that a fearful facial expression prolongs attentional disengagement or is associated with a
 greater narrowing of attention. In addition, a large-scale longitudinal survey revealed that 
aspects of psychological development such as temperament may interact with aspects of physical 
development such as movement coordination. Implications of these findings for childcare are also 
discussed.

研究分野： 認知神経心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、乳幼児の社会性発達と注意機能発達との関連を中心に、気質や運動の発達、親子の関わりなどといっ
た複数の発達要素間の相互関連を検討するという視点を持つ。これまで，気質などの心理的な発達と協調運動な
どの身体運動の発達は別々に研究が進められる傾向にあったが，今回の結果により，今後は両者の相互作用にも
着眼し，子どもの心理や身体運動の発達を有機的なものととらえ理解や研究を進めていく重要性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年、自閉スペクトラム症 (ASD) や注意欠如・多動症（ADHD）などの発達障害の特性を
もつ幼児・児童・生徒の数は年々増加しており、彼らに対する発達支援や自立支援は重要な課
題である。しかし、その病因に関してはいまだ不明であり、早期からの発達段階に応じた一貫
した支援の重要性は認識されながらも，発達障害の早期発見や早期対応が充実しているとは言
い難い。これら発達障害の根底には共通の注意機能障害の存在が示唆されているが、注意機能
の発達そのものがよくわかっていない。 
 これまで代表者らは眼球運動計測と気質質問紙によって注意機能の初期発達を検討し，さら
にそれらと運動発達との関連を調べ、複数の発達要素の相互作用を明らかにする縦断研究を行
ってきた。本研究ではこれまでの代表者らの研究手法に，ASD の早期発見ツールとして開発さ
れた Gazefinder (NP-H005GV; JVC KENWOOD)を加えて、特に注意の初期発達が社会性獲得に
及ぼす影響を検討した。 
 
２．研究の目的  
 本研究は，乳幼児期の注意機能の個人差と発達や育児支援との関連を明らかにしていくため
に、以下の 3 つの研究を柱とする複合的研究である。 
・Gazefinder（NP-H005GV; JVC KENWOOD)は注視点分布計測技術により定量的に社会性発達
を評価する装置であり、月齢 18 か月の健診での使用が推奨されている。本研究では月齢 18 か
月で観測される社会性発達に、注意の発達がどのように関わるかを明らかにするため、それ以
前の月齢から、縦断的に計測を行う。一般乳児での実験とともに、極低出生体重児のフォロー
アップにおいても Gazefinder を使用し、本人の気質や運動などの発達との関連を調べる。 
・乳児期の先行研究で、恐怖あるいは怒り表情からの視線移動が他の表情に比べて少ないこと
が報告されているが、それが注意開放の困難さによるのか、これらの表情への注意の集中によ
るのかは明らかではない。そこで本研究では視覚手がかりパラダイムを用いてこの点を検討す
る。これらの行動と気質の関連もみる。 
・注意覚醒ネットワークは、比較的長時間維持される tonic（持続的な）覚醒と、警告音などに
より刺激の出現が予想される状況での phasic（一過性の）覚醒に分けられる。これらの障害が
ASD において示唆されているが、その発達は一般乳児においてもよくわかっていない。そこで
本研究では注意開放課題に警告音条件を設け、反応の左右視野差とともに、注意解放の個人差
となだめやすさ（気質の下位尺度）の関係を検討する。 
・さらに、環境省エコチル調査の追加調査において、自己制御などの気質次元を通して注意の
発達について検討するとともに、発達障害の早期徴候として報告されている運動発達や運動パ
ターンが一般児においてどの程度の頻度で認められるのかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
・GazeFinder (NP-H005GV) を用いた研究 
対象児は養育者の膝の上で 19 インチモニタに対面する。測定時間は約 2 分であり、刺激は 5
種類の動画（ヒトの顔、選好、窓画、点画、指差し）より構成される。サンプリング周波数は
50Hz、刺激ごとに各領域に分布する注視点の個数の割合（注視率％）が計測される。一般乳児
群は月齢 6 か月、12 か月、18 か月、24 か月時点での計測を行った。極低出生体重児 32 名につ
いては、参入条件（頭蓋内出血を含む脳神経疾患を発症した場合、染色体異常を含む先天性疾
患が認められた場合、視覚障害をもつ（裸眼でビデオを見ることができない））を設け、修正 1
歳、1 歳半、2 歳時に縦断的に計測した。 
 
・一般乳児対象の実験室での注意開放課題（表
情手がかり課題と覚醒課題） 
 視線計測は Tobii TX300(SR:300Hz)を用い、刺
激は 23 インチモニタに呈示された。実験および
記録の制御は E-Prime によった。各課題の各試
行は、協力者の視線がモニタ中央の注視点に固
定した後、実験者のキー操作により始まった。 
 表情手がかり課題では、注視点の次に左右い
ずれかの視野（モニタ中心から視覚 18°）に表
情キュー（視角 9°×6°の恐怖、幸福、中性の
いずれか）が 300ms 提示され、引き続き、ター
ゲットがキューと同側に出る条件（一致条件）
とキューと反対側に出る条件（不一致条件）が
設けられた。ターゲットは 2600ms 呈示された（図１参照）。全部で 48 試行であった。 
 覚醒開放課題では、注視点および左右いずれかの視野（モニタ中心から視覚 18°）に呈示さ
れるターゲットはともに視角 5°の幾何図形の動画であった。警告音は 2000Hz（50ms）の純音
であった。実験者のキー操作後、警告音有り条件では警告音が呈示され、左右いずれかの視野
にターゲットが呈示された。ターゲットは、オーバーラップ条件では注視点が呈示されたまま、
ノーオーバーラップ条件では注視点の消去と同時に 2600ms 呈示された。全部で 40 試行であっ

図 1  表情手がかり課題の流れ 



た。なお、これらの課題に気質調査用紙(IBQ-R, ECBQ)も併用した。 
 
・環境省が行っているエコチル調査（化学物質などの環境因子が子どもの健康や発達に与える
影響を明らかにするため、同一の対象児群を胎児期から 13 歳まで継続して追跡調査する大規模
縦断研究）の追加調査を行った。対象児が 3 歳半の誕生日を迎えた時点で調査票を郵送し、回
答を回収後、謝金（クオカード 1,000 円相当）の特定記録郵便による送付を行なった。調査票
の内容は、子どもの気質の指標として Childhood Behavior Questionnaire(CBQ)短縮日本版 97 項目、
協調運動発達の指標として Developmental Coordination Disorder Questionnaire (DCDQ) の幼児版
（Little-DCDQ)、Little-DCDQ を補完するための運動評価および親子の遊びやあやし方に関する
質問 15 項目によって構成されていた。 
 全国調査（エコチル調査）」の愛知ユニットセンターでリクルートする対象児のうち、本研究
を含む追加調査参加に同意した約 3000 名の子どもの親が対象である。基本属性、周産期のアウ
トカム、および出生後の子どもの発達に関するデータは、全体調査から提供を受け、調査 ID
による匿名連結化を行い解析した。研究の対象者から、早産児（在胎週数 37 週未満）、運動発
達に影響を与える可能性のある基礎疾患（先天症候群、筋肉神経疾患、重篤な心疾患など）を
持つことが判明している児を除外して月齢 6 か月で 2169 名(うち女子が 1076 名）を対象とした。 
 
 
４．研究成果 
・Gaefinder（社会性発達評価装置）による結果 
 全注視率の各群の平均(SD) は、一般乳児群で月齢の低い群の順に、月齢 6 か月児 51 名で.67 
(.30)、 12 か月児 58 名で.86 (.18)、18 か月児 43 名で.90 (.12)、24 か月児 37 名で.91(.09)であっ
た。極低出生体重児群では、修正 1 歳時 32 名 .58 (.31)、修正 1.5 歳時 30 名 .68(.27)、修正 2 歳
時 26 名 .79（.20）であり、両群とも年齢とともに注視率は増加した。注視率が 50％を下回っ
た児は、月齢 6 か月時 14 名、12 か月 4 名、18 か月 1 名、修正 1 歳時 6 名、修正 1 歳半 4 名で
あり、土屋ら(2015)を参考に、以下の分析からは除外した。 
 ヒトと幾何学模様が呈示される「選好動画」における注視率をみると、一般乳児の月齢 6 か
月ではその後の月齢に比べ、ヒトの方向を見る傾向が弱かった。極低出生体重児群において、
いずれの月齢においてもヒトを見る傾向が認められた。 
 ヒトと指差し先の対象物、そのほかの模様が呈示される「指差し動画」における注視率をみ
ると、一般乳児の低月齢 2 群では高月齢 2 群に比べ、指差し先や模様よりもヒトに対して視線
が留まりがちであった。極低出生体重児群においては、いずれの年齢においても模様を見る傾
向が低く、修正 1 歳で指差し先を見ていた。 
 ヒトの顔動画について「口パクパク」「話し掛け」の 2 つの注視率をみると、一般乳児の月齢
6 か月では他の月齢と違って、とくに口を見る傾向は認められなかった。極低出生体重児群に
おいてはいずれの月齢においても口を注視する傾向が高かった。 
 気質との関連について、一般乳児では、月齢 6 か月では、定位/自己制御得点が高いほど「指
差し動画」において“ その他” の領域を見た割合が高かった。これは、指差し動画のヒトに
関して、頭部と指差し部分以外は“ その他” にカウントされるためと考えられた。月齢 12 か
月では、定位/自己制御得点が高いほど、「口パクパク」「話し掛け」動画で目を見た割合が低く、
また選好動画において、模様を見た割合が低かった。また月齢 24 か月では、自己制御得点が
高いほど「口パクパク」において目を見た割合が高かった。極低出生体重児群においては、修
正 1 歳で、高潮性(Surgency)と、全注視率ならびに「話し掛け」動画の口への注視率との間に正
の相関がみられた。修正 2 歳では、定位/自己制御得点が高いほど、選好動画におけるヒトへの
注視率が高かった。 
 
・一般乳児対象の注意開放課題（表情手がかり課題と覚醒開放課題） 
 表情手がかり課題については、6 か月児 36 名と 12 か月児 33 名の結果について述べる。一致
条件では、幸福表情に比べ恐怖表情手がかり条件で同側のターゲット検出が有意に速く、先行
研究に一致した（e.g., Hansen & Hansen, 1988: Öhman et al. 2001)。一方、不一致条件では月齢 12
か月において、恐怖表情手がかりでは幸福表情に比べ、反対側ターゲットへの注意シフトが有
意に減少し、情動覚醒による注意の狭まりが示唆された。その他、一致条件における反応時間
は 12 か月児よりも 6 か月児で速かった。気質との関係については、定位/自己制御得点の高い
12 か月児は恐怖表情への反応がより速く、注意バイアスとアタッチメントの関連(Peltola et al., 
2018) を支持すると考えた。 
 覚醒開放課題について、6 か月児 20 名、12 か月児 27 名、24 か月児 18 名の結果を述べる。
警告音によって、反応の促進が示唆され、Kleberg ら（2017）の児童における結果と一致した。
反応の左右差については、反応時間、反応率ともに認められなかった。気質との関連を検討し
た結果、注意の解放のスムーズさと、なだまりやすさ、負の情動の低さの関連が認められ、先
行研究（e.g., Johnson et al., 1991)と同様、定位注意と情動制御の関連が支持された。しかし、
Bryson ら(2017) によってハイリスク児で報告されている、左視野への注意解放の困難さと情
動制御)の関連はとくに認められなかった。 
 



・エコチル調査における追加調査 
 まず、3 歳半時点における子どもの協調運動発達と気質特性との相関を検討したが、子ども
の協調運動発達評価尺度（Little-DCDQ）の total score および下位尺度である CDM（身体統制）、
FM（微細運動）、GC（全般性協応性）はいずれも、子どもの気質特性である自己制御性（Effortful 
Control）と有意な相関を示した（CDM: r =.30，FM: r =.44，GC: r =.50，total score: r =.46，ps <.001）。 
 次に、これまでの月齢 6 か月、24 か月のデータと今回の月齢 42 か月の、気質（高潮性、負
の情動、定位/自己制御)、感覚運動機能、遊び、なだめ方等の縦断データを連結して、Amos (ver.22) 
を用いてパス解析を行った(CFI = .916; RMSEA = .023)。その結果、高潮性は運動機能を促進す
る役割を、自己制御性はその逆方向の役割を持つことが示唆された。また、運動発達の遅れが、
育てにくさにつながる児の負の情動に関連すること、前庭系の働きをはじめとする全身性の協
調反応（視性立ち直り反射や抱かれた時の力の入れ具合）が良好であることが高い自己制御性
につながることが示された、その他、高潮性の高さと、取っ組み合い遊び（Rough and Tumble Play: 
追いかけっこや、くすぐりあいのような笑い声やスキンシップを伴う活動性の高い身体遊び）
の頻度に関連が認められた。月齢 24 か月の取っ組み合い遊びやあやし方には、児の気質や感覚
運動発達が影響を及ぼしていることが示唆された。 
 しかし、月齢 6 か月の時点では、一般の児であってもできることに限りがあるし、運動発達
の早さの指標として、自立歩行の時期などを回顧的に聞いたため、本調査では運動感覚機能の
個人差が明確にならなかった可能性もある。 今後もデータを蓄積しながら、乳幼児理解の基礎
知識の一助としていくことや、発達予後との関連についてもさらに検討を重ねていく予定であ
る。なお、本研究の見解は発表者らの見解であり、環境省の見解ではない。 
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